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食品衛生法に基づくポジティブリスト制度
の導入と農林水産省の対応について

農林水産省消費・安全局
畜水産安全管理課課長補佐　遠藤裕子

１．はじめに

「ポジティブリスト制度」は、食品衛生法に基づき
平成 18 年 5 月 29 日から導入された新しい制度で、食
品中に残留基準が設定されていない農薬、動物用医薬
品及び飼料添加物（以下、「農薬等」といいます）が
残留する食品の製造、加工、販売等を原則禁止する制
度です。
これまでの制度では、残留基準のない農薬等が食品

から見つかっても、それが抗菌性物質以外の物質で
あった場合には、食品衛生法による販売等の規制がで
きませんでしたが、ポジティブリスト制度の導入後は、
残留基準がない農薬等が食品から見つかればその販売
等が禁止されます。このように、ポジティブリスト制
度の下では食品衛生法によって畜水産物に残留する農
薬、飼料添加物及び動物用医薬品がこれまでより広く
規制されますので、畜産関係者の方々は、今後この新
しい制度を十分理解した上で、安全な畜産物を生産し
ていただくことが必要になります。

２．ポジティブリスト制度の概要

（1）農薬等の分類
このポジティブリスト制度の下では、農薬等は、１
残留基準が設定されているもの、２制度の対象外物質、
３残留基準が設定されていないもの、の３つのカテゴ
リーに分類されます（図１）。
１については成分名が示され、各成分について表の
形で食品ごとに、例えば、動物用医薬品成分Aにつ
いては、「A／牛の筋肉／ 0.1ppm」のように、残留基
準値が示されており、各食品について定められた残留
基準値を超える濃度で残留してはならないとされてい
ます。２についてはポジティブリスト制度の対象外と
なる 65 の成分名が示されており、食品中に残留して
いても規制されません。３については、残留基準の設
定されていないものということで、（１）全ての成分
に残留基準が設定されていないもの、（２）一部の食
品に残留基準が設定されていないものの 2つの場合が
あります。（１）については具体的な成分名が示され
ているわけではありませんが、いずれの場合でも残留
基準の設定されていない食品中には 0.01ppm（一律基

図２．ポジティブリスト制度導入後の残留基準値のイメージ

動物用医薬品の成分Ａ

食品 残留基準値（ppm）

牛の筋肉 0.1

牛の肝臓 0.3

牛の腎臓 0.6

豚の筋肉 0.05

鶏の筋肉 設定なし

乳 0.05

鶏の卵 設定なし

一律基準値
（0.01ppm）

図１．ポジティブリスト制度による農薬等の分類

１．残留基準が設定されているもの
→各食品について定められた残留基準値を超える濃
度で食品中に残留してはならない。

２．対象外物質として告示されたもの（65物質）
→食品中に残留していても規制されない。

３．残留基準が設定されていないもの
（1）全ての食品に残留基準が設定されていないもの
（2）一部の食品に残留基準が設定されていないもの
→残留基準の設定されていない食品中に 0.01ppm
（一律基準値）を超える濃度で残留してはならない。


